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1.目的と背景

 日本の平均初婚年齢は1974年の24.5歳から2018年の
29.4歳まで、ほぼ毎年0.1歳上昇。平均出生年齢も1974
年の28.0歳から2018年の31.9歳まで上昇。

 合計出生率（TFR）は1974年の2.05から2018年の1.42ま
で低下した。

 晩婚・晩産化とともに少子化が進行した（図１）。

 結婚・出生のタイミングが高年齢にシフトすると、なぜ出生
力が低下するのか、その原理は明らかではない。

 年齢別出生率が平均出生年齢を中心に正規分布すると
仮定したモデルを用いて、晩産化と少子化についての確
率論的考察を行った。
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図１ 期間で見る晩婚・晩産化と出生力低下:1954-2018

資料：国立社会保障・人口問題研究所（2019）より作図
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２．方法

 人口動態統計： 15－49歳まで各歳別初婚率・順位別出生率の期間（
1947年－2018年）を出生年別に再編し、コーホート（1932年－1970出
生）データを作成した。

 各年の初婚・出生数と人口推計による性・各歳別人口とした（いずれも
日本国籍のみ） 。

 1939年出生－1970年出生の平均初婚年齢、平均出生年齢（全体、第１
子、第２子、第３子、第４子、第５子以上）、コーホート合計出生率（
CTFR）、出生順位別合計出生率、 50歳時未婚割合、無子割合、順位
別割合を求めた。

 各出生コーホートの年齢別初婚率、順位別出生率が平均年齢を中心に
正規分布すると仮定したモデル計算を行い、実績値とモデル値を比較し
、その乖離を分析した。
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３.晩婚・晩産化とコーホート出生力の低下

 コーホート合計出生率（CTFR)は1939年から1953年出生ま
では概ね2.03と置換水準を維持していたが、1954年出生の
1.98から減少が始まり、1960年出生の1.82を経て、1970年出
生の1.45まで低下している。

 平均初婚年齢も1939年から1952年までは概ね24.6歳で安定
していたが1953年出生の24.7歳から1960年出生の25.7歳を
経て、1970年出生の27.1歳まで約2.4歳上昇した。

 第1子平均出生年齢も1939年から1948年までは概ね24.7歳
で推移していたが、1949年の24.8歳から1960年出生の27.1
歳を経て1970年出生の28.7歳まで約4歳上昇した。

 期間と同様の晩婚・晩産化・低出生力化が確認される。
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図２コーホートで見る晩婚・晩産化と出生力低下
（1939年出生-1970年出生）

6

1 2

3 4

5 6



2

４.順位別出生タイミングの高年齢シフト

 平均初婚年齢⇒第１子平均出生年齢⇒第２子、第3子、
第4子、第５子以上の平均出生年齢も上昇した（図３）。

 平均初婚年齢の上昇＋順位間の出生間隔⇒各順位の
平均出生年齢の上昇⇒全出生の平均出生年齢は1939
年出生の27.6歳から1960年出生の28.8歳を経て、1970
年出生の30.1歳まで2.5歳上昇した。（表１）

表１：コーホートの初婚・出生タイミングの変化 （単位：歳）

平均年齢／出生年次 1939年出生 1960年出生 1970年出生 1939-70出生の変化

C平均初婚年齢(女性50歳未満） 24.6 25.7 27.1 2.5

C平均出生年齢 27.6 28.8 30.1 2.5

C第1子平均出生年齢 25.7 27.1 28.7 3.0

C第2子平均出生年齢 28.3 29.4 30.9 2.6

C第3子平均出生年齢 30.5 31.6 32.7 2.2

C第4子平均出生年齢 31.9 33.7 34.4 2.5

C第5子以上平均出生年齢 34.3 35.6 36.0 1.7
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図３平均初婚・順位別出生年齢
（1939年出生-1970年出生）
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５．順位別出生力の低下

 各順位別の合計出生率（完結出生力）も第1子が1939年出生
の0.92人から1970年出生0.72人、第2子が0.79人から0.53人
へ、第3子が0.27人から0.16人まで低下、第4子は0.04人から
0.03人まで、第5子以上は0.01人でほぼ同じものの、全体の
合計出生率を2.03人から1.45人へと低下させた（図４）。

 減少率：全体－28.7％、第1子－20.9%～第5子以上－45.2％

表２：コーホートの合計出生率の変化 （単位：人）

合計出生率／出生年次 1939年出生 1960年出生 1970年出生 1939-70出生 変化率

CTFR：全体の合計出生率 2.03 1.86 1.45 -0.6 -28.7%

C第1子合計出生率 0.92 0.85 0.72 -0.2 -20.9%

C第2子合計出生率 0.79 0.71 0.53 -0.3 -33.0%

C第3子合計出生率 0.27 0.26 0.16 -0.1 -39.9%

C第4子合計出生率 0.04 0.04 0.03 -0.0 -38.7%

C第5子以上の合計出生率 0.01 0.01 0.01 -0.0 -45.2%
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図４ 順位別合計出生率
（1939年出生-1970年出生）
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６．少子化あるいは家族規模の変化

 順位別の合計出生率（完結出生力）の減少とともに、子ども
数別割合も低下した（図５）。

 50歳時未婚割合は1939年出生の26.8％から1960年の14.0％ま
で低下した後、1970年出生の20.7％まで上昇。無子割合、8.4
％から16.6％を経て27.6％まで増加。1子割合は12.2％から
14.0％を経て19.2％まで増加。非婚・無子・1子の割合が高ま
る一方、2子以上の割合は減少している。
表３：子ども数別割合の変化 （単位：％）

割合／出生年次 1939年出生 1960年出生 1970年出生 1939-70出生

C50歳時未婚割合 26.8% 14.0% 20.7% -6.1%

C無子割合 8.4% 16.6% 27.6% 19.2%

C1子割合 12.2% 14.0% 19.2% 7.0%

C2子割合 52.8% 44.5% 37.2% -15.6%

C3子割合 22.1% 21.2% 13.2% -8.9%

C4子割合 3.0% 2.9% 1.9% -1.1%

C5子以上割合 1.4% 0.9% 0.8% -0.6% 11

図５ 順位（子ども数）別割合
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７．年齢別出生率と正規分布モデル

 年齢別出生率＝ある年齢の出生÷ある年齢の人口＝ある年齢
で出生が生起する確率

 出生は概ね15歳から50歳の間で順位別に生起する。

 15歳に近い若年齢や50歳に近い高年齢での出生は稀であり、
逆に中央に近い年齢で多くの人が出生する。

 出生にはパートナーが必要であり、一般に結婚・出生に同意す
る相手と出会うことが前提となる。

 同年齢集団（人口）を考えた場合、基本的に出生には一対一の
ペアが形成されなければならない。

 この過程が加齢ともに偶然に生起するとすれば、年齢別出生率
は15歳から50歳の間で正規分布（図６）すると思われる。
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図６：正規分布確率（平均値を中心に左右対称の釣り鐘型）

＊計算はExcelの正規分布確率の関数=NORMDIST(年齢,平均初婚年齢,標準偏差,FALSE)14

８．正規分布モデルの特徴

 年齡別出生率が平均出生年齡を中心に15歳から50
歳までの間で正規分布すると仮定。分散については
、標準偏差＝（平均出生年齢-15歳）÷４（4σ内に
99.99%）と設定。

 平均出生年齢は高順位ほど高くなる。

 平均出生年齡が高くなる⇒年齢別分布の分散は大き
くなり、ピークは低くなる。

 累積出生率カーブの立ち上がりが遅れ、平均出生年
齡が中央年齢（32.5歳）に近づくと完結レベル（50歳
時）が低くなり、出生に至らない（無子）が増加する。
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９．実績値とモデル値の比較

【共通点】

 順序：初婚⇒第1子⇒第２子⇒第３子⇒第４子⇒第5子以上

 分散：初婚＜第1子＜第２子＜第３子＜第４子＜第5子以上

 ピーク高：初婚・第1子＞第２子＞第３子＞第４子＞第5子以上

 ピーク年齢：平均年齢よりやや若い。前倒し傾向あり。

【相違点】

 初婚率：20-22歳（R＞M）、26－27歳（R＜M） 、32歳（R＞M）

 第1子：21-23歳（R＞M）、28歳（R＜M） 、35歳（R＞M）

 第2子：23-26歳（R＞M）、32歳（R＜M） 、37－38歳（R＞M）

 近年になるほどR⇔Mの乖離は小さくなってきている。
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図７a 年齢別出生率（１９３９年実績値）

17注：第2子27歳、第3子27歳のスパイクは丙午の1966年の期間変動

図７ｂ 年齢別出生率（１９３９年モデル値）
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注：モデル計算なので、丙午の1966年のスパイクはない。
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図７ｃ 年齢別累積出生率（１９３９年実績値）
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図７ｄ 年齢別累積出生率（１９３９年モデル値）
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図８a 年齢別出生率（１９６０年実績値）
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図８ｂ １９６０年出生コーホート（モデル値）
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図８c 年齢別累積出生率（１９６０年実績値）
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図８ｄ 年齢別累積出生率（１９６０年モデル値）
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図９a 年齢別出生率（１９７０年実績値）
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図９ｂ 年齢別出生率（１９７０年モデル値）
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図９c 年齢別累積出生率（１９７０年実績値）
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図９ｄ 年齢別累積出生率（１９７０年モデル値）
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図１０a 実績値－モデル値 (１９３９年出生)
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図10ｂ 実績値－モデル値 (１９６０年出生)
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図10c 実績値－モデル値 (1970年出生)
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まとめと考察 その１

 年齢別出生率の分布が偶然に従う（正規分布）とすれば
15歳から49（50）歳の間で、平均年齢を中心に左右対象
の釣り鐘型となる。

 15歳から平均出生年齢までの期間が短い若年では、分布
は中央年齢（32.5歳）より左に凸でピークは高く急速に
収束する。

 15歳からの期間が長くなる高年齢では分布は中央年齢
（32.5歳）より右に凸でピークは低く扁平となる。

 平均出生年齢が高年齢にシフトしてゆくと、累積出生率
カーブの立ち上がりが遅れ、完結レベル（50歳時）が低
くなり、出生に至らないケース（無子）が増加する。
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まとめと考察 その２

 結婚出生はライフコースに沿い、一般に初婚⇒第1子⇒
第２子⇒第３子⇒第４子⇒第5子以上の順に生起する。

 平均年齢は初婚＜第1子＜第２子＜第３子＜第４子＜第5
子以上の順に高くなる。

 各年齢別初婚率・順位別出生率のピークは順に遅れピー
クは低くなり、累積値の増加は遅くなり、分散は大きく
なり、完結レベルも低くなる。

 1939年出生（CTFR=2.03 )から1970年出生（CTFR=1.45）まで
の実測値とモデル値の間には一定の乖離が認められるが、
正規分布モデルは、結婚・出生の高齢へのシフトにともない
出生力の低下が必然的に生じることを示している。
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まとめと考察 その３

 実測値とモデル値の乖離：実測値の平均年齢の代わりに
ピーク年齢をμに分散も15歳からの距離÷４ではなく、
実測値の標準偏差をσに取れば最小化する。このように
補正したモデル値との乖離＝正規分布確率以外の変動効
果として観察できる。

 初婚⇒第1子⇒第２子⇒第３子⇒第４子⇒第5子以上の各
年齢差やパリティ拡大率は安定的である（図３・４）ため、初
婚⇒第1子出生のタイミングとその要因、収束年齢の上限を
明らかにすれば長期的な推計モデルが作れる。

 「日本の少子化対策はなぜ失敗したのか? 」（山田２０２０）：
政策のまずさではなく、晩婚・晩産化にともなう必然的な帰
結なのではない？
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